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　八ヶ岳や諏訪湖、諏訪大社などを擁するわが国屈指の歴
史と文化の地、信州・諏訪地域に位置し、AIを中心とした
DX（デジタルトランスフォーメーション）導入に必要な
最先端のICT（情報通信技術）を学ぶことのできる公立諏
訪東京理科大学。
　情報応用工学科と機械電気工学科の2学科を擁し、工学
の高度な専門知識の修得はもちろん、実社会でのモノづく
りへと役立てるための「マネジメント基盤教育」も展開。
人口急減・超高齢化で地方創生が喫緊の課題と叫ばれる中、
公立大学として地元企業などとも連携し、地域の「知の拠
点」としてさまざまな課題解決や人材輩出に取り組んでい
ます。

工
学
の
専
門
知
識
と
経
営
の
素
養
を
修
得
。

産
業
の
集
積
地
で
企
業
や
自
治
体
と
も
連
携
し
、

Ｖ
Ｕ
Ｃ
Ａ
時
代
を
先
導
す
る
人
材
を
育
成
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課
題
を
発
見
し
解
決
に
導
く

先
端
的
な
知
と
技
能
を
修
得

　

公
立
大
学
と
し
て
２
０
１
８
年
に
開
学

し
た
公
立
諏
訪
東
京
理
科
大
学
は
、
前
身

の
短
期
大
学
お
よ
び
私
立
大
学
時
代
を
含

め
る
と
30
年
以
上
の
歴
史
を
誇
り
、
諏
訪

地
域
の
「
知
の
拠
点
」
と
し
て
確
か
な
足

跡
を
残
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
春
、
公
立
大
学
法
人
と
し
て
第
３
代

の
学
長
に
就
任
し
た
濱
田
州
博
学
長
は
、

「
Ｖ
Ｕ
Ｃ
Ａ
  （1）

時
代
と
い
う
、
先
行
き
が

不
透
明
で
将
来
の
予
測
が
困
難
な
時
代
に

お
い
て
は
、
工
学
の
専
門
知
識
や
応
用
技

術
の
修
得
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
本
質
的

な
課
題
を
発
見
し
、
解
決
す
る
力
、
自
ら

の
頭
で
考
え
、
感
性
や
経
験
に
基
づ
い
て

創
造
的
な
ア
イ
デ
ア
を
生
み
出
す
力
も
必

要
」
で
あ
る
と
述
べ
て
い
ま
す
。

　
「
変
化
が
激
し
く
、
大
学
で
学
ん
だ
こ

と
も
す
ぐ
に
古
び
て
し
ま
う
可
能
性
の
あ

る
今
日
に
お
い
て
重
要
な
の
は
、『
い
か

に
学
び
続
け
る
力
を
身
に
つ
け
る
か
』
と

い
う
こ
と
。
そ
の
た
め
の
方
法
論
を
学
び

と
っ
て
ほ
し
い
。
人
生
１
０
０
年
時
代
を

迎
え
、
本
学
で
は
『
学
修
者
本
位
の
教

育
』
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
諏

Ｘ
は
成
功
し
な
い
の
で
す
」
と
濱
田
学
長
。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
は
、「
企
業
シ
ス
テ
ム

と
経
営
管
理
」「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」「
企

業
の
国
際
化
戦
略
」
な
ど
の
実
践
的
な
科

目
群
を
通
じ
て
、
時
代
や
社
会
の
ニ
ー
ズ

を
製
品
開
発
に
活
か
す
力
を
養
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
２
０
２
０
年
度
か
ら
は
文
部

科
学
省
「
数
理
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
・

Ａ
Ｉ
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
認
定
制
度
（
リ
テ

ラ
シ
ー
レ
ベ
ル
）」
に
基
づ
く
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
と
し
て
、
Ａ
Ｉ
技
術
実
装
の
最
新

事
例
や
、
Ａ
Ｉ
技
術
の
活
用
を
学
ぶ
全
学

的
な
取
り
組
み
も
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

海
外
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど

グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
も
対
応

　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
社
会
に
お
い
て

技
術
者
と
し
て
世
界
で
活
躍
す
る
た
め
、

「
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
。
海
外

に
拠
点
を
持
つ
国
内
企
業
な
ど
の
協
力
の

も
と
、
べ
ト
ナ
ム
な
ど
東
南
ア
ジ
ア
地
域

で
10
日
間
程
度
、
製
造
や
開
発
、
設
計
な

ど
の
就
業
体
験
を
行
う
「
海
外
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
」
を
は
じ
め
と
す
る
海
外
研
修

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
海
外
協
定
校
や
元
姉
妹
大
学
で

現
在
も
連
携
協
定
を
結
ぶ
東
京
理
科
大
学

訪
地
域
は
製
造
業
が
盛
ん
で
す
。
大
学
の

中
だ
け
で
閉
じ
て
し
ま
う
の
で
は
な
く
、

今
後
は
企
業
や
自
治
体
の
声
な
ど
も
取
り

入
れ
な
が
ら
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
構
成
し
て

い
き
た
い
で
す
ね
」（
濱
田
学
長
）

先
導
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で

Ｄ
Ｘ
時
代
の
Ｉ
Ｔ
技
術
者
を
育
成

　

情
報
化
が
高
度
に
進
展
し
た
知
識
集
約

型
社
会
で
は
、
Ａ
Ｉ
や
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を

は
じ
め
と
す
る
情
報
技
術
と
、
そ
れ
ら
を

Ｉ
ｏ
Ｔ
（
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）
な

ど
の
シ
ス
テ
ム
と
組
み
合
わ
せ
て
新
た
な

モ
ノ
（
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
）
と
し
て
形
に

す
る
技
術
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
公
立
諏
訪

東
京
理
科
大
学
で
は
、
機
械
と
電
気
の
融

合
な
ど
、
工
学
の
多
角
的
な
視
点
や
知
識

を
学
ぶ
こ
と
で
、
最
先
端
の
「
モ
ノ
づ
く

り
」「
コ
ト
づ
く
り
」
に
必
要
な
能
力
を

修
得
し
ま
す
。

　

一
方
で
、
専
門
的
な
工
学
の
知
識
を
実

社
会
で
の
モ
ノ
づ
く
り
に
役
立
て
る
た
め

に
は
幅
広
い
教
養
と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
が

必
要
で
す
。
そ
こ
で
、
全
学
的
に
導
入
さ

れ
て
い
る
の
が
、「
共
通
・
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
教
育
  （2）

」
の
中
で
行
わ
れ
る
「
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
基
盤
教
育
」
で
す
。

　
「
い
ま
の
時
代
は
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
技

術
に
よ
る
変
革
）
が
急
務
と
言
わ
れ
ま
す

が
、
各
々
の
経
営
者
の
思
想
や
考
え
方
に

よ
っ
て
Ｄ
Ｘ
の
取
り
組
み
方
は
変
わ
っ
て

き
ま
す
。
Ｉ
Ｔ
の
技
術
者
で
あ
っ
て
も
経

営
の
こ
と
が
理
解
で
き
る
こ
と
。
逆
に
言

え
ば
、
経
営
者
が
こ
う
い
う
ふ
う
に
考
え

て
も
ら
わ
な
い
と
、
Ｄ
Ｘ
は
で
き
ま
せ
ん

よ
、
と
助
言
で
き
る
レ
ベ
ル
で
な
い
と
Ｄ

（1） VUCA
　Volatility（変動性）、Uncertainty（不確実性）、
Complexity（ 複 雑 性 ）、Ambiguity（ 曖 昧 性 ）
の４つの単語の頭文字をつなげた言葉。不確実
性が高く予測不可能な状態を表す。

（2） 共通・マネジメント教育
　「工学の基礎と社会人の基礎、そしてこれか
らの技術者に求められる経営の視点」を養うた
め、学科・コースの枠を超え、全学生が共通し
て履修する教育科目。中でも１つの核となるの
が「マネジメント基盤教育」で、「企業システ
ムと経営管理」「マーケティング」「企業の国際
化戦略」等の授業科目を通して、時代や社会の
ニーズを知り製品開発に生かす力や組織的な経
営戦略について学ぶ。

（3） 地域連携研究開発機構
　学部や学科の枠を超えて展開される研究活動
を通して、地域と国の発展に貢献するとともに、
大学の教育・研究水準の向上に繋げる。「農業
理工学」「人工知能・IoT」「医療介護・健康工
学」「次世代輸送システム」「地域情報・マネジ
メント」「地域先進技術」などがテーマの先導
的な研究が行われている。

（4） GROWTH CHALLENGE
　地域における学生・高等教育機関と自治体・
企業を結ぶ新たなオープンイノベーションの場
として、公立諏訪東京理科大学とセイコーエプ
ソン株式会社をはじめとする地元企業が共同で
実施するプロジェクト。これまでにアイデアソ
ンやハッカソンを開催。企業や自治体が抱える
課題について、学生と社会人が一緒に解決策を
考えることで、学生と社会の結び付きや新たな
ビジネスモデルの創出を目的としている。

（5） ガイダンスグループ制度
　入学時から学習面だけでなく、学生生活など
さまざまなサポートが受けられる制度。１人の
教員が８人程度のグループを担当し、履修計画
から学習指導、学生生活相談などに個別で対応。
必要に応じて個人面談をしながら、学生一人ひ
とりの状況をしっかりと確認していく。

（6） 学生チャレンジプラン
　学生および教職員が企画立案した事業で、学
生（学生団体、研究室等）の主体性や実践力の
向上等が図れる取り組みに対し審査により助成
金を配分し、学生のチャレンジ活動を支援する。
23年度の助成金配分予算総額は150万円。

最
先
端
の
研
究
を
展
開

地
域
と
の
連
携
も
推
進

　
「
大
学
の
教
育
に
は
、
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ

ン
ド
に
研
究
が
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
」

と
濱
田
学
長
は
指
摘
し
ま
す
。
公
立
諏
訪

東
京
理
科
大
学
で
も
、
外
部
資
金
を
獲
得

す
る
よ
う
な
尖
っ
た
研
究
が
い
く
つ
も

走
っ
て
い
ま
す
。

　

い
く
つ
か
の
例
を
挙
げ
る
と
、
工
学
部

情
報
応
用
工
学
科
で
は
デ
ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ

ン
グ
（
深
層
学
習
）
技
術
を
用
い
、
過
去

デ
ー
タ
か
ら
未
来
を
予
測
す
る
「
時
系
列

予
測
」
や
、
医
療
分
野
で
の
活
用
を
目
指

し
、
学
外
の
研
究
者
と
連
携
し
て
行
う
Ｖ

Ｒ
（
仮
想
現
実
）
技
術
開
発
の
研
究
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
機
械
電
気
工
学
科
で
は
、
安

心
・
安
全
な
未
来
の
車
社
会
実
現
の
た
め

の
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
を
用
い

た
事
故
リ
ス
ク
研
究
や
、
環
境
エ
ネ
ル

ギ
ー
問
題
解
決
の
た
め
の
太
陽
電
池
活
用

技
術
な
ど
の
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

大
学
と
地
域
と
の
繋
が
り
が
深
い
こ
と

も
公
立
大
学
と
し
て
の
特
徴
の
一
つ
で
、

「
地
域
連
携
研
究
開
発
機
構
  （3）

」
で
は
地

に
お
け
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
す
る
学
生

を
対
象
と
し
た
奨
学
金
制
度
を
用
意
し
、

グ
ロ
ー
バ
ル
な
学
び
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
国
際
化
の

た
め
、
学
内
で
「
英
語
村
」
を
開
催
。
ネ

イ
テ
ィ
ブ
ス
ピ
ー
カ
ー
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て
、
楽
し
み
な
が
ら

実
践
的
な
英
語
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
ほ

か
、
地
域
に
居
住
す
る
外
国
人
フ
ァ
ミ

リ
ー
の
自
宅
に
短
期
滞
在
す
る
「
国
内
ミ

ニ
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
英
語
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
も

実
施
し
て
い
ま
す
。

元
企
業
等
か
ら
の
要
望
に
基
づ
い
て
、
地

域
が
抱
え
る
課
題
の
解
決
や
最
先
端
の
技

術
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

一
方
、
学
生
と
地
域
と
の
つ
な
が
り
で

は
、
長
野
県
諏
訪
地
域
に
お
け
る
学
生
・

高
等
教
育
機
関
と
自
治
体
・
企
業
を
結
ぶ

新
た
な
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
場

と
し
て
「GROW

TH CHALLENGE

  （4）

」

が
あ
り
、
一
定
期
間
に
新
し
い
ア
イ
デ
ア

を
創
り
出
す
「
ア
イ
デ
ア
ソ
ン
」
や
、
ア

プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
開

発
す
る
「
ハ
ッ
カ
ソ
ン
」
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
企
業
が
実
際
に
直
面
し
て
い
る
様
々

な
課
題
を
一
緒
に
考
え
、
解
決
を
目
指
し

て
い
く
こ
と
は
、
学
生
に
と
っ
て
も
大
き

な
刺
激
に
な
っ
て
い
ま
す
し
、
産
業
の
集

積
地
で
あ
る
諏
訪
地
域
だ
か
ら
こ
そ
実
現

で
き
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
と
考
え
て
い
ま

す
」（
濱
田
学
長
）

豊
か
な
歴
史
と
文
化
の
地

諏
訪
で
学
ぶ
充
実
の
４
年
間

　

キ
ャ
ン
パ
ス
の
あ
る
長
野
県
茅
野
市
は
、

「
縄
文
の
ビ
ー
ナ
ス
」「
仮
面
の
女
神
」
な
ど

複
数
の
国
宝
（
土
偶
）
が
出
土
さ
れ
た
こ
と

で
も
知
ら
れ
る
、
観
光
資
源
豊
か
な
歴
史

と
文
化
の
地
で
す
。
大
自
然
に
囲
ま
れ
な

が
ら
、
東
京
・
新
宿
と
も
約
２
時
間
で
結

ば
れ
、
豊
か
な
自
然
の
中
、
か
け
が
え
の
な

い
大
学
生
活
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
「
学
生
数
は
学
部
、
大
学
院
合
わ
せ
て

１
３
０
０
人
余
と
小
規
模
で
は
あ
り
ま
す

が
、
北
海
道
・
東
北
か
ら
九
州
・
沖
縄
ま

で
、
広
く
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
学
生
た
ち

が
充
実
し
た
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を
過
ご

し
て
い
ま
す
。
教
職
員
と
の
距
離
も
近
く
、

ガ
イ
ダ
ン
ス
グ
ル
ー
プ
制
度
  （5）

や
学
生

チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
  （6）

な
ど
、
き
め
細
か

い
学
修
支
援
制
度
も
大
き
な
特
徴
と
な
っ

て
い
ま
す
」（
濱
田
学
長
）

　

キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
に
関
し
て
も
、
就

職
活
動
の
ス
テ
ッ
プ
に
合
わ
せ
た
ガ
イ
ダ

ン
ス
や
実
践
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
の
提
供
、

企
業
説
明
会
や
就
職
活
動
対
策
講
座
な
ど

の
就
職
支
援
活
動
を
１
年
次
か
ら
開
催
。

地
方
大
学
な
が
ら
、
有
名
企
業
に
も
就
職

者
を
輩
出
す
る
一
方
、
本
学
の
大
学
院
を

は
じ
め
、
旧
帝
大
や
著
名
国
公
私
立
大
の

大
学
院
に
進
学
す
る
学
生
も
お
り
、
元
姉

妹
大
学
で
現
在
も
連
携
協
定
を
結
ぶ
東
京

理
科
大
学
大
学
院
へ
の
推
薦
入
学
制
度
も

あ
り
ま
す
。

　
「
バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
ト
と
い
う
思
考
法
が

あ
り
ま
す
。
10
年
後
の
な
り
た
い
自
分
を

思
い
描
き
、
そ
の
た
め
に
今
、
自
分
は
何

を
な
す
べ
き
か
。
そ
の
た
め
の
教
学
環
境

が
本
学
に
は
揃
っ
て
い
ま
す
。
街
全
体
が

一
つ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
の
よ
う
に
機
能
し
て

い
る
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濱
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。

学びの３つの柱で支え育む「知」の力

公立諏訪東京理科大学

公立諏訪東京理科大学では、情報応用技術、機械電気技術の2つを軸にマネジメントを
加えた教育・研究により、現在、そして未来の社会において新たな価値を生み出します。

情報応用技術

教育力

「知」の力

人工知能（AI）や
ビッグデータの活用など、
最先端の情報技術の

開発、活用

・徹底した基礎教育
・小規模を活かした丁寧な教育
・コース制による専門的な学び
・学科横断的な幅広い学び

研究開発力
・未来を見据えた学内での研究開発
・先進的なイノベーション型研究
　および実用型研究の推進
・地域産業界や一流企業の研究開発ニーズ
　に応える、地域連携研究開発機構

機械電気技術

ロボットや電気自動車など
暮らしや産業での活用を
目指し、研究の具現化を
視野に入れた学び

マネジメント
基盤教育

先端的な
技術力と

社会に求められる
知識

技術力に加え、
社会で求められる

経営学の素養を身につけた
技術者の育成

大学でのカリキュラムや研究、そして地域企業との連携。
それぞれが影響し合うことで生まれる「知」は、
公立諏訪東京理科大学だからこそ得られる学び。
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